
令和６年度教育研究全体計画 

１ 研究テーマ 

 

 

 

２ 現状及び主題設定の理由 

本校は、昨年度までの２年間は、「『幸崎思考力』を発揮して自律的に学ぶ児童の育成」

を目指し集団づくりと学力の定着・向上に努めてきた。集団づくりでは、縦割り班活動や

異学年・地域の方との交流を積極的に行ったことで、H-QUの結果から、親和性は高まりつ

つある。しかし、学力の定着・向上においては、学力調査・単元テストから、特に国語科

の「読む力」が不十分で、論理的な思考力が十分に身に付いていないことが明らかになっ

た。 

そのような現状を踏まえ、課題である思考力を育成するために、本年度は国語科の「読

むこと」に焦点をあて、児童が自らの問いをもち、個人思考と、対話的な学び合いを通し

て、論理的な思考力を育成する授業を創っていきたいと考えた。その論理的な思考力を育

成するためには、国語科の「見方・考え方」を働かせる学びを創っていくことが重要であ

る。また、他者とかかわりながら自己変容していく対話的な学び合いとするためには、親

和性の高い学習集団を育成していくことが必要だと考え、引き続き集団づくりに取り組ん

でいく。 

そこで、研究テーマを「子供が問いをもち、主体的に学び合う授業の創造」とし、「見

方・考え方」を働かせた学びと親和性の高い学習集団づくりを通して、自律的に学べる児

童を育成したい。 

 

３ 本校がイメージする「子供が問いをもち、主体的に学び合う国語科の創造」 

  本校では、一時間の授業の中で、２つの問いを児童にもたせたいと考えている。１つ目

は、導入段階で本時の学習の方向性を決め、「めあてをつくるための問い」である。例え

ば、前時の復習において児童の振り返りによって、本時に学習したい問いが生まれると考

える。めあての達成に向けて考えを出し合う際は、児童一人一人が自分の言葉で素直に表

現できるよう、教師の働きかけが大切となる。２つ目は、児童からでてきた考えを整理し

確認していく段階で、新たに生まれた「深める問い」である。例えば、１つ目の問いの解

決に向けて意見を出し合う中で、人物の様子や行動を通して別の視点から新たな問いが生

まれると考える。児童からさらなる疑問が生まれるよう、教師が児童の思考を深めるきっ

かけを投げかけることが大切となる。 

 

 

子供が問いをもち、主体的に学び合う授業の創造 

―「見方・考え方」を働かせた学びと親和性の高い学習集団づくりを通してー 



４ 研究の仮説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５ 仮説の検証 

検証の視点 検証の指標 達成目標 

① 児童が自分の考えを発表できる親

和性の高い集団づくりができてい

るか。 

集団の質について児

童にアンケート（４、

７、９、２月） 

児童の肯定的評価８

０％以上 

② 本時における見方・考え方が明確に

なっていたか。 

教職員評価表による

他者評価 

４段階評価で２ポイン

ト以上 

③ 授業の中で、児童の思考を大切にし

た指導者の意図的なファシリテー

トがなされていたか。 

④ 児童の思考力は向上したか。 単元末テスト 平均得点率 80％ 

 

５ 研究推進の柱 

（１）自分の思いを表現し認め合える親和性の高い学習集団づくり 

   児童が、見方・考え方を発揮しながら自分の考えを素直に表現するためには、親和性

の高い学習集団を育成していくことが必要であると考える。そして、対話的な学びを通

して自己の変容に気付き、主体的に学び合う集団を目指していきたいと考える。 

本校では、集団の質アンケート（８資料）を実施し、児童の変容を見取りながら親和

性の高い集団づくりに取り組んでいきたいと考える。 

 

（２）国語科における資質・能力（国語科におけるものの見方・考え方や、学ぶ方法・手順）

を意識させる単元構成と環境設定（幸崎小トレジャーボックスの取組） 

  児童に身に付けさせたい国語科におけるものの見方・考え方を「幸崎小言葉の力」と 

して設定し、次のようにまとめた。 

 

 

 

次の４点に取り組めば、国語科における見方・考え方や学び方を身に付け、自らの問いを 

もち主体的に学び合う児童を育成することができるであろう。 

 

① 自分の思いを表現し認め合える親和性の高い学習集団づくり 

② 国語科における資質・能力（国語科におけるものの見方・考え方や、学ぶ方法・手順）

を意識させる単元構成と環境設定（幸崎小トレジャーボックスの取組） 

③ 児童の思考を大切にした指導者の意図的なファシリテート 

④ 論理的に考える力、整理して伝える力、自分の変容に気付く力を身に付ける R80 の取組 



 

 

 

 

 

 

 

 

 国語科のみならず、汎用的な見方ができるように、他教科とも結びつけて活用できる 

ようにする。本校では、幸崎小トレジャーボックスの取組みを通して、教材に即した見 

方・考え方を整理し、児童が全教科において活用していくことを目指す。 

 

（３）児童の思考を大切にした指導者の意図的なファシリテート 

  本校では、授業を児童の育成過程（①挑戦させる過程②レベルアップを図る過程③次

へのエネルギーを養う過程）として考え、１時間の学習の流れを設定した。その中で指

導者は、身に付けさせたい見方・考え方や本時のねらいに迫る「深める問い」を児童に

投げかけ、それに対する思考を学級全体で行い共有することで課題解決を図っていく。 

 

学習活動 児童の学習過程 育成過程 教師の働きかけ 

1．問題を確認

して問いを

もつ 

学習方向・めあての確認 

 

挑
戦
さ
せ
る
過
程 

 

●めあての確認によって、

学習方向を明確にする。 

2．自分の考え

をもつ 

 

 

めあての達成に向け、考えを 

出し合う 

●めあてに沿った考えを一

人一人にもたせ、表現さ

せる。 

●出てきた考えを整理し確

認する。 

 

3．みんなで考

えを深める 

 

別な視点から考えを出し合 

う（思考の広がり・深まり） 

 

 

 

 

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
過
程 

●さらに思考を深めるきっ

かけを投げかける 

●新たな「見方・考え方」

により、深い学びに導く。 

4．まとめ R８０で振り返る 

 

 

 

 

 

 

次
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
養
う
過
程 

●学んだ内容を確認させ、

意識化を図る。 

・めあてや問いのまとめ 

・「見方・考え方」の確認 

●自己の学びを振り返らせ

る 

 

 

 

① 順序（まず、次に、最後に） 過程（～の間には） 変化（変わったところは） 

② 理由（わけは） 原因（～によって） 根拠（～だから） 

③ 比較（比べると） 類比（同じところは） 対比（違うところは）  

④ 類別（仲間なのは） 

⑤ 構造（始め、中、終わり 序論、本論、結論） 

⑥ 関係づける（つなげる） 集約（これらのことから） 

⑦ 仮定（もし～だとしたら） 

まとめ（これらのことから）  

「深める問い」 



（４）論理的に考える力、整理して伝える力、自分の変容に気付く力を身に付ける 

R80 の取組 

学習の振り返りを８０字で書くことを通して、論理的に考える力、整理して伝える力、

自分の変容に気付く力を身に付けることができる子どもを育成する。 

本校では、発達段階に応じて、取組みを行っていく。低学年では、まずは字数を決め

ずに書き、慣れてきたら８０字を目指す。接続詞を「だから」「なぜなら」「でも」と限

定し、同じ接続詞で継続して書くようにする。高学年では、一文目のまとめを学級全体

で行い、二文目を教科の見方・考え方を活用して４０字前後で自分の言葉で書くように

する。本時の学習の前に、前時に書いた児童の振り返りを読んで紹介したり、振り返り

の視点に沿って書いている児童のコピーを教室に掲示したりして、意欲を高める工夫を

行う。掲示は以下の通りである。 

 

  【ふりかえり のかきかた】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【振り返りの書き方】 

 

① 【関係づける】 

だから〇〇とわかりました。 

② 【理由づける】 

なぜなら〇〇だからです。 

③ 【言い換える】 

つまり〇〇だということです 

 

 

【わかったこと】 

だから〇〇とわかり

ました。 

【ふしぎ】 

でも〇〇がふしぎで

す。 

【りゆう】 

なぜなら〇〇だから

です。 

④ 【疑問】 

しかし（ところが）〇〇が疑問です。 

⑤ 【比べる】 

一方（比べて）〇〇だと考えます。 

⑥ 【他の考え】 

また〇〇も考えられます。 
 


